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「令和」最初の国賓としてトラン
プ大統領が来日されています。皇居
周辺の厳重な警備を横目に皇居外周
をランニングの後，皇居に隣接する
日比谷公園で開催されていたドイツ
ビールのお祭り「オクトーバー・フェ
スﾄ 2019」に参加しました。気温も
高くランニング後の本場ドイツビー
ルは格別で，消費した以上のカロ
リーを摂取した形となってしまいま
したが，楽しい時間を過ごすことが
できました。
さて，ドイツといえば，本年 4月
にドイツ・ミュンヘンにて世界 3大
建設機械展示会の一つである
「bauma2019」が開催され，私も開
発担当として参加をしてきました。
昨今は，IoT・情報化施工・ロボッ
トなどデジタル情報の活用がトレン
ドとなっていますが，日本国内では
見ることのない，スケールの大きな
サイズの建設機械がところ狭しと並
んでいて，そのスケール感に圧倒さ
れると共に，建設機械の持つ無限の
可能性を感じさせられました。
「bauma2019」展示の模様は，本
6月号の「グラビア」および「JCMA
報告」に掲載していますので，是非
ご一読願います。
国内では，東京オリンピック関連
の施設整備が大詰めを迎える中，全

国的に大規模再開発プロジェクトが
目白押しです。循環型社会を構築す
る上で，建設業界の果たす役割は非
常に大きく，限りある資源を有効活
用するために老朽化するストックに
対する，「解体技術」「建築副産物の
3R推進」につながる技術は今後ます
ますニーズが高まると予想されます。
そこで 6月号では「解体・リサイ
クル・廃棄物処理」と題して特集を
組み，各方面にご執筆を依頼させて
いただきました。【巻頭言】では九
州大学大学院工学研究院　環境社会
部門　環境制御工学研究室　島岡教
授に「真剣かつ早急に対応すべき大
規模災害における被災家屋の解体と
適正処理」と題して執筆していただ
きました。【行政情報】では「建設
残土の不法投棄問題」「除去土壌等
の取組を中心とした東日本大震災復
興」等を，【技術報文】では，解体
に関する新しいチャレンジ事例を掲
載しています。
今後も皆さまのお役に立てる技術
情報をお届けしていきたいと思いま
す。
最後になりますが，6月号の執筆
時期は 5月の長期休暇と重なりまし
た。
ご執筆いただいた皆様はご多忙中
にも関わらず対応していただき深く
感謝申し上げます。
ありがとうございました。
� （内藤・石倉）

7 月号「IoT，AI，ビッグデータ特集」予告
・データ活用による建設現場の生産性向上　・地理院地図　・無人建機による自律施工がもたら
す未来の建設現場　・ConSite Oil：オイル監視センサ　・MMSによる土工現場の出来形計測と
新たに考案した精度管理手法　・工事施工データ等の基盤情報を有効活用するAI 技術　・建機
群自動化A4CSEL の現況　・深層学習を用いた油圧ショベル自動制御システムの開発事例　・自
律飛行型ドローンとAI を活用したトンネル発破施工の最適化　・クレーン等の音声操作システ
ム　・力触覚伝達型遠隔操作システムとAI を連携　・切羽評価のシステム　・複合現実技術を
用いた建設業の生産性向上
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